
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
  

組織的な取組 
Ⅰ 因島南小授業スタイルの徹底 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業展開を全学年で統一することで，児童が見通しを
持って，一時間の授業に参加できるようにしました。 

特に「つかむ」場面に重点を置くことで，自分の考え
を持って主体的に学びに向かうことができる児童が増え
ました。 

具体的な実践事例 
 

本研究を通しての教職員の声 
   

尾道市立因島南小学校 
 因島南小学校では，３年間「基礎的・基本的な学力を定着させる授業づくり」という研究主題
のもと，学力テスト等で特に課題の大きかった算数科を中心に研究を進めてきました。 
 本校では，学力に課題のある児童のつまずきの要因分析に重点を置き，教職員全員での組織
的な分析，課題克服のための手立ての開発に取り組みました。 

Ⅱ 系統表を活用した「つまずき」の分析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第４学年算数科「角」の授業 
つまずき  

角の大きさが辺の開き具合によって変わるというこ
とが理解できない。また，角の大きさを測定する手順
が定着しづらい。 
手立て  

辺の開き具合を捉える教具「角度器」の活用。測定
する手順をスモールステップで整理し，作業手順ごと
にナンバリングする。 

 
 
 
 
 

児童の変容 
 教具を使うことで，問われている角度が表している
範囲（辺の開き具合）を認識できるようになった。 

整理された作業手順のナンバリングをもとに自力で
角度を測定し，測定方法を言語化することができた。 

※１・２ 

「因島南小学校算数科系統表」「児童

の分かり方の特性」は因島南小学校

HP に掲載しています。 

因島南小学校算数科系統表（※１） 

 

 

 

振り返り 
本時の学習について，自分の学び

を客観視し，次の学習へとつなげる
メタ認知の場とする。 

つかむ 
問題把握だけではなく，解法や答

えの見通しまで持たせ，「どのよう
に」「どうやって」課題解決をすれ
ばよいかを確認する。 

自力・（小）集団解決 
つかむ場面で得た見通しをもと

に自分なりの考えを持って主体的
に最後まで学習に取り組み，他者と
の練り合いで理解を深める。 

Ａ教諭 
 「つかむ」において，児童を同じ土俵に立た
せた上で自力解決につなげるというスタイル
は，算数科だけではなくすべての授業に生かす
ことができると分かりました。今後の授業づく
りも役立つと感じました。 

Ｂ教諭 
 課題を系統的に捉えることで，協議では「単
元全体」や「他の単元」などの発言が増え，一
人では気付けない見方から，手立てを考えるこ
とができました。学年間や異学年間での交流を
行うことができ，教員同士の情報共有につなげ
ることができました。 

Ｃ教諭 
 児童の分かり方の特性を意識した授業づくり
を通して，「視覚的支援の効果が高い」と安易に
ＩＣＴ等を取り入れることは逆効果であり，指
導者の意図と児童の特性を踏まえて活用してい
くことが重要であると共有できました。 

Ⅲ 児童の分かり方の特性を踏まえた手立ての開発 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 小学校６年間の算数科の学習内容と，児童の考える順
序や理解・認知する方法や能力などを系統的に整理しま
した。児童のつまずきの分析や個の特性に合わせた手立
ての開発を進めるために活用しました。 

継次処理能力優位の児童に
はスモールステップでの手
立てを提示してみたら？ 

問題場面理解には視
覚的な支援が有効だ
と考えられる。 

児童の分かり方の特性（※２） 

通分のためのかけ算
九九から課題が見ら
れる。 

３，４年生での分数の
意味理解が不十分なの
では？ 


